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県南部の林内ホダ場における土壌の深さ別放射性物質濃度 
－バキューム装置によるA0層除去効果の事例－ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当 研究部 上席専門研究員 高橋健太郎） 
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１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに 

林業技術センターも参加する岩手県放射性物質除

去・低減技術検討プロジェクトチームでは、様々な

放射性物質影響低減対策技術の調査に取り組んで

います。その一つとして、平成26年度にバキューム

装置を用いた環境改善（A0層除去）の効果調査を行

いました。その過程で深さ1cmごとに土壌を採取で

きる装置（スクレーパープレート）を用いた詳細な

土壌の放射性物質調査を行いましたので、バキュー

ム装置によるA0層除去の効果と併せて報告します。 

２２２２    調査方法と結果調査方法と結果調査方法と結果調査方法と結果 

（１）土壌の深さ別放射性物質濃度調査 

【方法】平成 26 年 5 月に一関市大東町のスギ林ホ

ダ場で調査を行いました。ホダ場内に 4 調査点を設

け、土壌の深さ別の放射性物質濃度（以下「濃度」）

を測定しました。A0 層は表層から L、F、H 層に区分

され、その順で分解が進みます。最初に形のある落

葉の層である L 層を採取しました（全量。厚さは測

定せず）。次に、F 層表面が現われたらスクレーパー

プレートを用いて 1cm ごとに深さ 5～7cm までの土

壌を採取しました。採取した土壌はゲルマニウム半

導体検出機で濃度（生重当り）を測定しました。 

【結果】土壌の深さ別の濃度を図 1 に示します。A0

層の濃度が高いのは既報の通りでしたが（林業技術

情報 No59）、A0 層の中では F 層表面部分の濃度が高

く、以後深くなるにつれて濃度が低下しました。 

（２）バキューム装置による A0 層除去効果調査 

【方法】バキューム装置を用いて A0 層除去作業を

行うバキューム区 1、2、手作業で除去作業を行う手

作業区 1、2 を設けました（各区約 5m 四方）。除去

作業前に土壌円筒を用いて表面（F 層表面）か

ら深さ 5cm の土壌を採取しました（各区 5 点）。

除去作業は、いずれの区も手作業で L 層を除

去し、F 層が現われたら熊手等で荒掻きし、そ

の後、バキューム区ではバキューム装置によ

る吸引により（写真）、手作業区では熊手や鍬

を用いて 4cm の深さまでの除去作業を行いま

した。除去作業後に現れた面から深さ 5cm の

土壌を土壌円筒で採取してゲルマニウム半導

体検出機で濃度（生重当り）を測定しました。 

【結果】A0 層除去前と除去後の土壌表面の濃

度を図 2 に示します。バキューム区のほうが

除去作業後の土壌表面濃度が低くなりまし

た。 

３３３３    成果の活用成果の活用成果の活用成果の活用    

事故から約4年経過しましたが、A0層、特に

F層の濃度は高い傾向が続いています。F、H層

は分解が進んで粉々の形状となっているた

め、除去作業で取りこぼしやすく、濃度の高

いこの部分をいかに残さず除去するかが重要

となります。バキューム装置は、特に意識せ

ずとも、これら濃度が高く粉々の形状の部分

も残さず集めることができる点が優れている

と思われます。一方、手作業によるA0層除去

は、熊手等だけで実施しようとすると高い濃

度の部分を取りこぼしてしまう場合があるの

で、角スコップ等を用いて注意深く除去する

ことが重要となります。 

図1 土壌の深さ別放射性物質濃度 
＊調査点1、2および3、4は近くにあるため、それぞれを一つのグラフで表した。

＊調査点1のみF層表面から深さ7cmまでを調査し、調査点2～4は深さ5cmまでを

調査した。 

＊厳密にはL層とF層の境は平滑に区切られているわけではないが、スクレーパ

ープレートを安定しておける面をもってL－F層の境とした。 
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図2 A0層除去前後の土壌表面の放射性物質濃度 
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